
図版 104
宮東遺跡

６　第３号住居跡（第 242 図３）

５　第３号住居跡（第 242 図２）

４　第３号住居跡（第 242 図１）

３　第２号住居跡（第 239 図 54）

２　第２号住居跡（第 239 図 46）

１　第２号住居跡（第 238 図 44）

７　第３号住居跡（第 242 図４）



図版 105
宮東遺跡

６　第３号住居跡（第 242 図 30）

５　第３号住居跡（第 242 図 29）

４　第３号住居跡（第 242 図 26）

３　第３号住居跡（第 242 図 13）

２　第３号住居跡（第 242 図 12）

１　第３号住居跡（第 242 図 10）

７　第３号住居跡（第 242 図 31）



図版 106
宮東遺跡

５　第３号住居跡（第 243 図 43）

７　第 12 号住居跡（第 245 図８）

４　第３号住居跡（第 243 図 42）

２　第３号住居跡（第 243 図 33）

３　第３号住居跡（第 243 図 34）

６　第 12 号住居跡（第 245 図２）

１　第３号住居跡（第 243 図 32）



図版 107
宮東遺跡

５　第 22 号住居跡（第 249 図 13） 10　第 27 号住居跡（第 252 図 13）

１　第 13 号住居跡（第 246 図７）

４　第 22 号住居跡（第 249 図 10）

９　第 27 号住居跡（第 252 図７）

３　第 22 号住居跡（第 249 図９）

８　第 27 号住居跡（第 252 図１）

２　第 20 号住居跡（第 247 図２）
７　第 22 号住居跡（第 249 図 31）

６　第 22 号住居跡（第 249 図 24）



図版 108
宮東遺跡

５　第 33 号住居跡（第 260 図１）

４　第 31 号住居跡（第 257 図４）

９　第 33 号住居跡（第 260 図 14）

３　第 28 号住居跡（第 255 図１）

８　第 33 号住居跡（第 260 図 11）

２　第 27 号住居跡（第 252 図 44）

７　第 33 号住居跡（第 260 図４）

１　第 27 号住居跡（第 252 図 41）

６　第 33 号住居跡（第 260 図３）



図版 109
宮東遺跡

５　第 36 号住居跡（第 267 図 23）

４　第 36 号住居跡（第 267 図 22）

３　第 36 号住居跡（第 267 図 19）

９　第 36 号住居跡（第 267 図 43）

２　第 36 号住居跡（第 267 図６）

８　第 36 号住居跡（第 267 図 41）

１　第 36 号住居跡（第 267 図４）

６　第 36 号住居跡（第 267 図 25）

７　第 36 号住居跡（第 267 図 27）



図版 110
宮東遺跡

５　第 36 号住居跡（第 268 図 60）

４　第 36 号住居跡（第 268 図 59）

９　第 36 号住居跡（第 268 図 75）

10　第 37 号住居跡（第 271 図６）

３　第 36 号住居跡（第 268 図 58）

８　第 36 号住居跡（第 268 図 70）

２　第 36 号住居跡（第 268 図 52）

７　第 36 号住居跡（第 268 図 63）

６　第 36 号住居跡（第 268 図 61）
１　第 36 号住居跡（第 267 図 47）



図版 111
宮東遺跡

５　第 38 号住居跡（第 273 図 34）

４　第 38 号住居跡（第 273 図 22）

９　第 44 号住居跡（第 283 図１）

１　第 38 号住居跡（第 273 図 16）

８　第 43 号住居跡（第 280 図１）

３　第 38 号住居跡（第 273 図 18）

７　第 39 号住居跡（第 276 図 13）２　第 38 号住居跡（第 273 図 17）

６　第 39 号住居跡（第 276 図１）

10　第 44 号住居跡（第 283 図７）



図版 112
宮東遺跡

５　第 66 号住居跡（第 290 図１） 10　第 73 号住居跡（第 294 図 25）

４　第 58 号住居跡（第 287 図 8） ９　第 73 号住居跡（第 294 図９）

３　第 56 号住居跡（第 284 図１） ８　第 73 号住居跡（第 294 図８）

２　第 44 号住居跡（第 283 図 19） ７　第 73 号住居跡（第 294 図５）

６　第 73 号住居跡（第 294 図１）１　第 44 号住居跡（第 283 図 10）



図版 113
宮東遺跡

５　第 74 号住居跡（第 296 図１）

４　第 73 号住居跡（第 294 図 40）

９　第 75 号住居跡（第 305 図 40）

３　第 73 号住居跡（第 294 図 33）

８　第 74 号住居跡（第 296 図６）

２　第 73 号住居跡（第 294 図 27） ７　第 74 号住居跡（第 296 図３）

１　第 73 号住居跡（第 294 図 26） ６　第 74 号住居跡（第 296 図２）



図版 114
宮東遺跡

５　第 75 号住居跡（第 306 図 71）

４　第 75 号住居跡（第 306 図 63）

10　第 75 号住居跡（第 307 図 150）

３　第 75 号住居跡（第 305 図 52）

９　第 75 号住居跡（第 307 図 149）

２　第 75 号住居跡（第 305 図 51）

７　第 75 号住居跡（第 306 図 75）

１　第 75 号住居跡（第 305 図 41）
６　第 75 号住居跡（第 306 図 72）

８　第 75 号住居跡（第 306 図 116）



図版 115
宮東遺跡

１　第 75 号住居跡（第 308 図 165）

５　第 78 号住居跡（第 314 図１） 11　第 81 号住居跡（第 318 図 18）

４　第 77 号住居跡（第 311 図３）

10　第 81 号住居跡（第 318 図２）

９　第 81 号住居跡（第 318 図１）３　第 75 号住居跡（第 308 図 169）

８　第 78 号住居跡（第 314 図 15）２　第 75 号住居跡（第 308 図 166）

７　第 78 号住居跡（第 314 図８）

６　第 78 号住居跡（第 314 図７） 12　第 82 号住居跡（第 323 図１）



図版 116
宮東遺跡

９　第 82 号住居跡（第 323 図 28）

８　第 82 号住居跡（第 323 図 25）

７　第 82 号住居跡（第 323 図 22）

６　第 82 号住居跡（第 323 図 19）

５　第 82 号住居跡（第 323 図 18）

３　第 82 号住居跡（第 323 図 13）

２　第 82 号住居跡（第 323 図 11）

１　第 82 号住居跡（第 323 図６）

４　第 82 号住居跡（第 323 図 14）



図版 117
宮東遺跡

５　第 85 号住居跡（第 330 図６） 10　第 86 号住居跡（第 333 図２）

４　第 85 号住居跡（第 330 図５）
９　第 85 号住居跡（第 330 図 14）

３　第 85 号住居跡（第 330 図４）

８　第 85 号住居跡（第 330 図 12）

２　第 85 号住居跡（第 330 図３）

７　第 85 号住居跡（第 330 図 11）

１　第 83 号住居跡（第 325 図１）
６　第 85 号住居跡（第 330 図８）



図版 118
宮東遺跡

５　第 89 号住居跡（第 338 図７） 10　第 89 号住居跡（第 338 図 34）

４　第 89 号住居跡（第 338 図４） ９　第 89 号住居跡（第 338 図 27）

３　第 89 号住居跡（第 338 図３） ８　第 89 号住居跡（第 338 図 26）

２　第 89 号住居跡（第 338 図２） ７　第 89 号住居跡（第 338 図 25）

１　第 86 号住居跡（第 333 図３） ６　第 89 号住居跡（第 338 図 24）



図版 119
宮東遺跡

５　第 91 号住居跡（第 342 図２）

４　第 91 号住居跡（第 342 図１）

１　第 89 号住居跡（第 338 図 39）

３　第 89 号住居跡（第 339 図 54）

２　第 89 号住居跡（第 339 図 53）

11　第 102 号住居跡（第 345 図 37）

10　第 102 号住居跡（第 345 図 36）

９　第 102 号住居跡（第 346 図 45）

８　第 102 号住居跡（第 345 図 21）

７　第 102 号住居跡（第 345 図 17）

６　第 102 号住居跡（第 345 図２）



図版 120
宮東遺跡

４　第 112 号井戸跡（第 356 図 13）

３　第 112 号井戸跡（第 356 図 12）

２　第３号掘立柱建物跡（第 353 図 11）

１　第２号掘立柱建物跡（第 353 図６）

７　第 142 号井戸跡（第 357 図 31）

８　第 142 号井戸跡（第 357 図 32）

６　第 112 号井戸跡（第 356 図 14）

５　第 112 号井戸跡（第 356 図 17）



図版 121
宮東遺跡

４　第 56 号溝跡（第 374 図 13）

３　第 56 号溝跡（第 374 図 12）

２　第 39 号溝跡（第 374 図６）

１　第 39 号溝跡（第 374 図５）

９　第 230 号溝跡（第 376 図 71）

11　第６号畠跡（第 384 図 23）

８　第 216 号溝跡（第 376 図 64）

10　第５号畠跡（第 384 図 13）

７　第 152 号溝跡（第 375 図 33）

６　第 149 号溝跡（第 375 図 27）

５　第 57 号溝跡（第 374 図 18）



図版 122
宮東遺跡

10　第 263 号土壙（第 401 図 113）

９　第 257 号土壙（第 401 図 102）

８　第 247 号土壙（第 401 図 99）

６　第 234 号土壙（第 400 図 81）

５　第 178 号土壙（第 399 図 52）

４　第 171 号土壙（第 399 図 47）

３　第 153 号土壙（第 399 図 37）

２　第 67 号土壙（第 398 図 10）

１　第 55 号土壙（第 398 図１）

７　第 237 号土壙（第 400 図 95）



図版 123
宮東遺跡

10　第 284 号土壙（第 402 図 150）５　第 263 号土壙（第 401 図 118）

４　第 263 号土壙（第 401 図 117） ９　第 272 号土壙（第 402 図 136）

３　第 263 号土壙（第 401 図 116）

８　第 271 号土壙（第 402 図 128）２　第 263 号土壙（第 401 図 115）

７　第 268 号土壙（第 401 図 125）１　第 263 号土壙（第 401 図 114）

11　第 309 号土壙（第 403 図 158）６　第 263 号土壙（第 401 図 119）



図版 124
宮東遺跡

９　第 430 号土壙（第 405 図 207）

８　第 430 号土壙（第 405 図 208）

７　第 429 号土壙（第 405 図 205）

６　第 426 号土壙（第 404 図 195）

４　第 420 号土壙（第 404 図 188）

５　第 420 号土壙（第 404 図 186）

３　第 420 号土壙（第 404 図 182）

２　第 331 号土壙（第 403 図 166）

１　第 318 号土壙（第 403 図 161）



図版 125
宮東遺跡

８　遺構外（第 416 図４）

７　第３号遺物集中（第 414 図 106）

６　第３号遺物集中（第 412 図 46）

５　第３号遺物集中（第 411 図７）

４　第２号遺物集中（第 408 図 19）

３　第２号遺物集中（第 408 図 18）

２　第 434 号土壙（第 405 図 212）

１　第 434 号土壙（第 405 図 211）



図版 126
宮東遺跡

３　石製品（１）

２　金属製品

１　土錘・羽口・鉄滓

235 図 48 239 図 56
398 図 12

235 図 50 235 図 51
239 図 58

235 図 52

239 図 57

250 図 35

253 図 52 330 図 15339 図 70

339 図 69

339 図 73 403 図 179

339 図 71

339 図 72

404 図 190

414 図 109



図版 127
宮東遺跡

３　石製品（４）

２　石製品（３）

１　石製品（２）

235 図 49

239 図 59

239 図 60

246 図 10

247 図 7 247 図 8 250 図 36
253 図 51

257 図 38

268 図 76
260 図 22

273 図 37

273 図 38
276 図 23

276 図 22

294 図 41

308 図 180

294 図 42 296 図 12 314 図 23



図版 128
宮東遺跡

３　石製品（７）

２　石製品（６）

１　石製品（５）

325 図 10

330 図 16

339 図 74 339 図 75

339 図 76
346 図 50

357 図 28

400 図 77

401 図 97

374 図 14

403 図 168

414 図 110

414 図 113

414 図 111

414 図 112

414 図 114
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所
ふ り が な

収 遺 跡 所
ふ り が な

在地
コード 北緯 東経

調査期間
調査面積

（㎡）
調査原因

市町村 遺跡番号 °′″ °′″

宮
み や に し

西 遺
い せ き

跡

（第１・２次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

2057-1 他
ほか 112101 040 36°10′58″ 139°37′21″

20111101 〜

20120331

20120406 〜

20120531

2,500
堤防強化

記録保存

宮
み や に し

西 遺
い せ き

跡

（第３次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

2066-1 他
ほか 112101 040 36°10′57″ 139°37′23″

20131001 〜

20140228
2,268.46

堤防強化

記録保存

宮
み や に し

西 遺
い せ き

跡

（第４次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

下
しもでらまち

寺町 2059 他
ほか 112101 040 36°10′58″ 139°37′19″

20141001 〜

20141231
2,370

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第１次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

畑
は た け だ

ケ田 2555-1
112101 042 36°10′54″ 139°37′29″

20120406 〜

20130331
4,342.56

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第２次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

2555-1 他
ほか 112101 042 36°10′54″ 139°37′29″

20130401 〜

20130930
4,342.56

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第３次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

2539-1 他
ほか 112101 042 36°10′53″ 139°37′33″

20140203 〜

20140331
882

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第４次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

畠
はたけだ

田 2538-1
112101 042 36°10′52″ 139°37′35″

20140401 〜

20150331
5,228

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第５次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

川
かわいり

圦 2868-4
112101 042 36°10′50″ 139°37′39″

20150401 〜

20160331
5,864

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第６次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

川
かわいり

圦 2868-4
112101 042 36°10′50″ 139°37′39″

20160401 〜

20160731
2,814

堤防強化

記録保存



所 収 遺 跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

宮 西 遺 跡

（第１〜４次）

集落跡 平安時代 住居跡 ７軒

畠跡 １箇所

土壙 17基

土師器、須恵器、ロクロ

土師器、砥石、石製品、

鉄製品

９世紀後半の住居跡か

ら、三河型甕が出土した。

宮 東 遺 跡

（第１〜６次）

集落跡 古墳時代 住居跡 48軒

土壙 83基

井戸跡 ５基

溝跡 181条

畠跡 ９箇所

遺物集中 １箇所

河川跡 １条

土師器、須恵器、砥石、

石製品、鉄製品、木製品

河川跡が検出され、縁辺

部から土器が大量に出土

した。

奈良・

平安時代

住居跡 44軒 

掘立柱建物跡 ６棟

土壙 153基

井戸跡 13基

溝跡 68条

畠跡 ５箇所

遺物集中 ２箇所

土師器、須恵器、ロクロ

土師器、灰釉陶器、砥石、

石製品、鉄製品、木製品

弘仁地震の際に被災した

と考えられる住居跡が検

出された。

要 約

　宮西遺跡からは、平安時代の集落が検出された。９世紀中葉から後半の時期に集中し、10世紀以降には続かな

いことから、短期間営まれた集落と考えられる。三河型甕など、人の交流を示す遺物が出土した点が注目される。

　宮東遺跡からは、古墳時代中期から平安時代にかけて営まれた集落跡が検出された。住居跡は調査区の中央部

に集中し、５世紀前半から住居跡が造られるようになり、10世紀前半まで連綿と集落が営まれる。６世紀後半と

７世紀、８世紀後半に一時的な断絶が認められるが、集落は調査区域外に広がることから、調査区域外にはあっ

た可能性も考えられる。

　古墳時代の遺構からは住居跡の他に河川跡が検出され、河川跡の南縁からは大量の土器が出土した。

　古代の遺構確認面からは液状化現象に伴う噴砂の痕跡が多数検出され、第75号住居跡からは、砂が床面に吹き

あがった状態で検出された。また、調査区の東端にあたるⅥ区からは、９世紀中葉から後半の遺物集中地点が２

箇所検出された。
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